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　町では、子ども・子育て支援法に規定される「子ども・子育て支援事業計画」策定への取り組みを進めています。

　策定に先駆けて、町内の保育・教育ニーズを含む子育て支援に関する潜在的な需要や、子育てに関する保護者の皆さ

んの意識などを把握するため、アンケート調査を実施しました。（調査期間／平成25年12月12日～平成26年１月15日）

　調査結果がまとまりましたので、今月から数回にわたり、内容の一部を紹介します。

▼調査対象・回収数・回収率

　①町内居住の就学前児童／372人→224人（60.2%）

　②町内居住の小学校児童／371人→218人（58.8%）

子育て支援に関するニーズ調査の結果をお知らせします
－子ども・子育て支援事業計画の策定に向けて ①－

問い合わせ先／役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

お子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わってい
る方はどなたですか？　【複数回答】

日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか？
【複数回答】

お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談でき
る人（場所）はいますか（ありますか）？

母親の就労状況

「パート・アルバイトなどで就労している」方（母）にお
聞きします。フルタイムへの転換希望はありますか？

「現在就労していない」方（母）にお聞きします。就労し
たいという希望はありますか？

父親の就労状況

「パート・アルバイトなどで就労している」方（父）にお
聞きします。フルタイムへの転換希望はありますか？

「現在就労していない」方（父）にお聞きします。就労し
たいという希望はありますか？

この１年間にお子さんが病気・けがで通常の教育・保育
が利用できず、特別な対応をとる必要がありましたか？

お子さんが病気・けがで通常の教育・保育が利用できな
い場合、できれば病児・病後児のための保育施設など
を利用したいと思いましたか？

相談できる相手がいる場合「友人や知人」が最も多く、就学前82%、小学

生81%、全体で81%。次いで「祖父母などの親族」で、就学前78%、小学

生65%、全体は72%となっている。「子育て支援施設」は、就学前29%、

小学生14%となっている。

就労している母親の週当たりの就労日数は、就学前・小学生

ともに「週５日」が最も多く、次いで「週６日」となっている。

１日当たりの就労時間は、就学前は「８時間以上」が46%、小学

生は「５～８時間未満」「８時間以上」がそれぞれ38%。

就労している父親の週当たりの就労日数は、就学前・小学生

ともに「週６日」が最も多く、次いで「週５日」となっている。

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」母親の希望す

る就労形態は「パート・アルバイトなど（フルタイム以外）」がほ

とんどを占める。１週当たりの希望就労日数は、就学前は「週

４日」、小学生は「週５日」が最も多い。１日当たりの希望就労

時間は、就学前・小学生ともに「５～８時間未満」が多い。

「できれば利用したいと思った」場合、希望する日数は「１～４

日」が多く、就学前は小学校よりも日数が多い。

希望する事業形態は「小児科に併設した施設で子どもを保育

する事業」が最も多く、就学前69%、小学生73%。

「利用したいと思わなかった」理由は、就学前・小学生ともに「親

が仕事を休んで対応する」「病児・病後児を他人にみてもらうの

は不安」の順。

「あった」場合、就学前・小学生ともに「母親が休んだ」が最も多

く、次いで、就学前は「父親が休んだ」、小学生は「親族・知人にみ

てもらった」の順となっている。
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